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研究分野：総合領域 

科研費の分科・細目：健康・スポーツ科学（身体教育学） 

キーワード：野外教育 

 
１．研究計画の概要 
本研究の目的は、野外教育プログラムの参加
者が自然環境に対する身体的・心理的順応を
経て適応に至るプロセスと、その経験がその
後の生き方態度や価値観に与える影響を発
達段階に応じて検討し、自然環境を活用した
野外教育プログラムの教育的価値を明示す
ることである。研究課題として、野外教育プ
ログラムにおける 1)自然環境への適応過程
の検討、2) 仲間集団への適応過程の検討、
3)適応経験の再構成過程の検討、の３点を設
定し、野外教育プログラムにおける実践研究
を通して上述の研究目的を達成する。 
２．研究の進捗状況 
試行プログラムおよび予備調査が終了した。
今年度は、幼児期と青年期を対象としたプロ
グラムにおいて研究を実施する。 
３．現在までの達成度 
当初の計画どおり進展しておらず、約１年の
遅れがある。 
（理由） 
当初の研究計画では、野外教育指導者に対す
るインタビュー調査を研究計画に含めてい
た。しかし、研究代表者の所属機関の異動が
あり、当該研究に従事する時間が大幅減とな
ったため、インタビュー調査を中心とした部
分の遂行が困難となった。具体的には、イン
タビュー調査を実施する予定であった 2年目
より進捗の遅れが発生した。 
４．今後の研究の推進方策 
上述の理由により、研究計画を修正した。具
体的には、インタビュー調査の分析による仮
設生成を行わずに、試行プログラムの実施を
通して仮説生成を行う方法に変更した。予定
より 1年遅れたが、3 年目（2010 年度）にお
いて実践研究の準備が整ったため、最終年度

（2011 年度）でデータ収集・分析および報告
を行うことが可能となった。現在、幼児期と
青年期についての研究課題が残っているた
め、今年度 9 月および 11 月にプログラムを
実施するための準備を進めている。 
５. 代表的な研究成果 
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